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論文審査の結果の要旨 

高齢化社会に伴い、成人脊柱変形（ASD）と診断される患者が増加し、日常

生活や身体機能に大きな影響を及ぼしている。最適な矢状面アライメントと運

動中の矢状面バランスの改善が、脊椎矯正固定術において重要であると報告さ

れているが、術後の中長期的な転帰を検討した研究は不足している。本研究は、

ASD 患者に対して行われた腸骨までの脊椎矯正固定術が術後 5 年以上にわたる

歩行能力、身体機能、および生活の質（QOL）に及ぼす中長期的な効果を評価

することを目的とした。 

本研究は浜松医科大学臨床研究倫理委員会の承認を得て実施され（承認番号: 

21-190）、2013 年 8 月から 2014 年 9 月にかけて腸骨までの脊椎矯正固定術を受

けた 47 例の ASD 患者のうち、術後 5 年以上の経過観察が可能な 21 例を対象に

解析を行った。身体機能は 6 分間歩行距離（6MWD）、股関節屈曲筋力、膝伸展

筋力、10 メートル歩行テスト、Time up and go test（TUG）で評価され、QOL は

患者報告アウトカム（PRO）スコアとして、Scoliosis Research Society-22とOswestry 

Disability Index を用いて評価した。解析の結果、6MWD は術前に比べて術後有

意に改善し（術前: 341.7±123.9 m、術後 5 年以上: 430.0±111.2 m）、腰背部痛の

軽減も確認された。股関節屈曲筋力は術後 5 年以上で有意な低下が見られたも

のの、年齢による QOL の改善の違いは観察されず、後期高齢者でも PRO スコ

アが術後 5 年以上にわたり維持されていた。これらの結果から、腸骨までの脊

椎矯正固定術は中長期的に歩行能力および QOL の改善に寄与し、高齢患者にお

いても適切な術後リハビリテーションが重要であることが示された。 

本研究は、ASD 患者の術前から術後 5 年以上にわたる身体機能および PRO の

改善を詳細に検討した点を、審査委員会では高く評価した。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしい内容であると

全員一致で評価した。 
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